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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２９日 

件 名 インボイスセミナーの実施について

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内 容 

１ 目的 

令和５年１０月から導入される適格請求書等保存方式（以下、イン

ボイス制度）に関して、区内事業者における制度への理解を促進する

ため、区主催によるセミナーを実施する。 

２ 対象 

区内事業者（法人・個人事業主は問わない） 

３ セミナータイトル

『どうする！？インボイス対応“制度開始前に”しっかり確認セミナー』 

４ 講 師 上 條
かみじょう

 紘
ひろ

輝
き

＜税理士・中小企業診断士＞ 

※ 東京都よろず支援拠点からの派遣講師

５ 日 程 

日程 場所 セミナー時間 定員 

７/２０ 

（木） 
鹿浜地域学習センター 

１５時３０分～ 

１７時００分 
２６名 

７/２４ 

（月） 
あだち産業センター 

１８時００分～ 

１９時３０分 
３０名 

８/４ 

（金） 
竹の塚地域学習センター 

１８時００分～ 

１９時３０分 
２４名 

８/１０ 

（木） 
足立区勤労福祉会館 

１５時３０分～ 

１７時００分 
６０名 

６ 主 催 足立区 ／共 催 東京都よろず支援拠点 

７ 今後の方針等 

（１）あだち広報や区ホームページ等により本セミナーを周知していく。

（２）個別の相談希望については、あだち産業センターでの税理士相

談や東京都よろず支援拠点の活用を案内していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２９日 

件 名 雇用調整助成金活用促進事業受付状況について 

所管部課名 産業経済部 企業経営支援課 

内 容 

令和２年５月から、新型コロナウイルス感染症対策として実施してきた雇用調整

助成金活用促進事業の実施状況について、令和５年５月末現在の実績を報告する。 

１ 実施目的 
新型コロナウイルス感染症対策で国が交付する「雇用調整助成金」について、 

申請書類の複雑さ等から受給に至らない事業者が多く発生したことから、雇用調 
整助成金の活用しやすい環境を整備する。 

２ 実施内容 
区内事業者が雇用調整助成金（新型コロナウイルス感染症対策での特例措置対 

応分に限る）の申請を社会保険労務士に代行委託した場合の費用を助成する。 
（１）上限額  １０万円／１社 
（２）補助率  １０／１０ 

※ 令和３年９月からは、休業支援金も申請の対象として追加

３ 雇用調整助成金活用促進事業受付状況 

月 助成決定件数（件） 助成決定額（千円） 

Ｒ２年度５月～９月 １０９ ９,９５４ 

Ｒ２年度下半期 １７２ １５,４５４ 

Ｒ３年度上半期 １７ １,６４９ 

Ｒ３年度下半期 ２７ ２,４１８ 

Ｒ４年度上半期 ６ ５０６ 

Ｒ４年度下半期 ５ ４５６ 

Ｒ５年度４月 ０ ０ 

５月 ０ ０ 

合計 ３３６ ３０，４３７ 

４ 今後の方針等 
区で実施している促進事業の申請期限は、支給決定日から１２０日以内として 

いるため、引き続き当該助成事業の周知を行っていく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２９日 

件 名 都営住宅敷地内における移動販売の状況について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内 容 

１ 目的 

 高齢化が進む都営住宅居住者の日常的な食料品等の購入の不便さを緩和するとと

もに、アパート内コミュニティの活性化に寄与することを目的とする。 

２ 概要 

（１）高齢化率の高い都営住宅において、食料品等の日常の買物が困難な状況に置か

れている住民から移動販売の要望があり、都営住宅敷地内で移動販売を実施する

には、区が都に代わって、事業者を選定する必要がある。 

（２）令和４年７月１日から、区では移動販売事業者を公募し、あらかじめ区に登録

することで、希望する都営住宅に移動販売事業者を紹介している。 

３ 登録事業者（令和５年６月２９日現在） 

（１）登録事業者数

２９事業者

（２）事業者の主な登録条件

ア 自動車に施設を搭載し、移動しながら食料品等の販売を行うものであること。 

イ 自動車による食料品等販売業に係る営業許可を受ける等、関係法令を遵守し

ていること。

ウ 生鮮品、食料品、日用品等が豊富に揃い、都営住宅に居住する買物弱者の買

物利便性を高める事業であること。 

４ 移動販売実施アパート（令和５年６月２９日現在：１６か所） 

団地名 実施日時 主な販売品目 

１ 綾瀬七丁目アパート 
毎週月・木 13：00～13：30 食料品・生鮮品 

毎週木 9：30～10：00 野菜・果物 

２ 
竹の塚七丁目 

アパート

毎週金 10：00～12：00 野菜・果物 

毎月第４土 11：00～14：00 お弁当 

３ 千住関屋町アパート 毎月第１日 11：00～14：00 野菜・果物・お弁当 

４ 
千住桜木二丁目 

アパート
毎週土 11：00～12：00 野菜・果物 

５ 千住元町アパート 毎月第２・４水 11：00～13：00 野菜・果物 

６ 伊興三丁目アパート 毎週木 10：30～11：00 野菜・果物 

７ 伊興町アパート 毎週木 11：00～11：30 野菜・果物 
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※ 移動販売開始順

５ 今後の方針等 

（１）令和５年６月１日、「公社ニュース トキメキ」にて再度、登録事業者を公募し

た。 

（２）地域のちから推進部、福祉部等へ情報提供し、都営住宅での移動販売の希望を

確認していく。

８ 
扇一丁目第２ 

アパート
毎週火・金 11：15～11：45 食料品・生鮮品 

９ 
扇一丁目第４ 

アパート
毎週火・金 13：20～14：00 食料品・生鮮品 

10 梅田八丁目アパート 毎週月・木 11：50～12：30 食料品・生鮮品 

11 
西保木間二丁目第２

アパート
毎週火・金 15：25～16：00 食料品・生鮮品 

12 
西保木間三丁目アパ

ート６号棟 
毎週月・木 12：15～12：45 食料品・生鮮品 

13 
西保木間三丁目アパ

ート２号棟 
毎週火・金 11：40～12：10 食料品・生鮮品 

14 
六月一丁目第３ 

アパート
毎週月・木 16：00～16：40 食料品・生鮮品 

15 
六月二丁目第２ 

アパート
毎週月・木 11：15～11：45 食料品・生鮮品 

16 
西新井本町三丁目 

アパート
毎週水 13：10～13：40 食料品・生鮮品 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２９日 

件 名 「第３３回足立伝統工芸品展」の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内 容 

長い歴史と風土の中で育まれ受け継がれてきた区内伝統工芸品を一

堂に集め、普及促進を図るとともに「足立区伝統工芸振興会」をＰＲ

することを目的に実施した。 

１ 開催日時 

６月２６日(月)～２８日(水) 

午前９時３０分～午後４時 

２ 会場 

区役所１階アトリウム 

３ 内容 

（１）区内伝統工芸品の展示販売

（２）出展品目

江戸木彫刻、東京手植えブラシ、東京銀器、江戸刺繍、

東京打刃物、東京籐工芸、東京本染ゆかた・手ぬぐい 

（７品目、１１名出展） 

４ 主催 

足立区伝統工芸振興会、足立区 

５ 今後の方針等 

足立伝統工芸品展・あだち地場工業製品フェア（１２月開催予定）

に向け、足立区伝統工芸振興会と準備していく。 

※ ６月の伝統工芸品展は令和元年度以来４年ぶりの開催。
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２９日 

件 名 令和５年度 夏休み工場見学会及びものづくり体験の実施について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内 容 

区内の優れた技術を持った企業の製品や現場を知ってもらい、区内

のものづくりをより一層区民の方に身近に感じていただき、さらなる

企業の情報発信の機会とすることを目的として実施する。 

１ 夏休み工場見学会 

（１）期間

８月１日（火）・３日（木）・４日（金）

（２）会場

各企業の工場・工房

（３）実施内容

ア 対応企業 １０社

イ 主な対象者 小学生及びその保護者

ウ 参加費用 工場内でものづくり体験を実施する場合は材料費

を徴収する。 

２ 夏休みものづくり体験 

（１）期間

７月２５日(火)～２７日(木）

【午前の部】１０時～１２時３０分

【午後の部】１３時３０分～１６時００分

※ 事前申込、各回１００名

（２）会場

東京芸術センター天空劇場

（３）実施内容

ア 対応企業 １０社

イ 主な対象者 小学生及びその保護者

ウ 参加費用 材料費を徴収する。

３ 材料費について 

材料費の１/２を区で補助し、参加者の負担を軽減する。 
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４ 今後の方針等 

あだち広報６月２５日号、ホームページ、ＳＮＳ掲載、チラシを

配布し周知していく。 

 

※ 令和３年度、４年度はオンラインで開催。対面での実施は令和元

年度以来４年ぶりの開催。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２９日 

件 名 「異業種フォーラム２０２３ in あだち」の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内 容 

中小企業間の交流を深め、地域産業の活性化を図るとともに、新製

品開発や新技術、新規事業創出のきっかけを作ることを目的に実施す

る。 

１ 開催日時 

９月２日(土) 午後１時～午後６時 

２ 会場 

シアター１０１０（北千住マルイ１１階）

３ 内容 

（１）製品展示販売交流会

６０者程度

希望した出展者が自社で扱っている製品を展示・販売。

（２）グループ名刺交換会

１５０者程度

参加者が自社をＰＲできる仕事道具を持ち寄り、紹介しながら名

刺交換を行う。 

（３）懇親会

名刺交換会参加企業が交流を深めるための懇親会を行う。

４ 主催 

あだち異業種連絡協議会・足立区 

５ 後援（予定） 

公益財団法人東京都中小企業振興公社、東京商工会議所足立支部、

足立区工業会連合会、足立区商店街振興組合連合会、公益財団法人足

立区勤労福祉サービスセンター 

６ 今後の方針等 

「公社ニュース トキメキ」７月号、区ホームページ、ＳＮＳ掲

載、チラシ配布、ポスター掲示し周知していく。 

※ 企業を公募して実施するのは令和元年度以来４年ぶりの開催。
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡
令和５年６月２９日 

件 名 花卉品評展示会の開催について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課 

内 容 

１ 事業目的 

夏花・冬花・春花品評展示会を開催し、区内花卉農家が栽培した

季節の花を広く区民に紹介するとともに、出品物の優劣を競うこと

により栽培技術と品質の向上を図り、花卉農業の振興に寄与する。 

２ 開催日時 

（１）夏花

令和５年６月５日（月）～６日（火）

（２）冬花

令和５年１２月中旬

（３）春花

令和６年３月初旬

【第１日目】午前： 審 査  午後：一般観覧 

【第２日目】午前：一般観覧 午後： 販 売 

３ 開催場所 

本庁舎中央館１階アトリウム(区民ロビー) 

４ 主催 

足立区 

５ 後援等（予定含む） 

後援：東京都※、東京スマイル農業協同組合足立花卉部会、 

足立区観光交流協会※ （※印は夏花のみ後援） 

協賛：東京スマイル農業協同組合（夏花のみ協賛） 

６ 褒賞予定 

夏花：特等賞２点、一等賞７点、二等賞、三等賞 

冬花・春花：優秀賞１点、優良賞４点、佳作 

７ 今後の方針等 

（１）あだち広報、ホームページ、ＳＮＳを活用し事業をＰＲする。

（２）販売における売上金の一部は、社会福祉協議会へ寄付する。
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２９日 

件 名 
栃木県鹿沼市との友好自治体提携３０周年に係る日帰り交流バスツアーの

実施結果について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内 容 

区制９０周年及び友好自治体提携３０周年を記念した鹿沼市への交流バス

ツアーの実施結果について、以下のとおり報告する。

１ 概要 

（１）目的

区制９０周年特別企画の一環として、友好自治体提携３０周年を迎え

る鹿沼市への交流バスツアーを実施し、現地のスポットや体験を通じて、

区民・市民間の親睦や交流を深めていく。 

（２）ツアー回数

感染症の影響を鑑み、１回あたり原則３０名とし全３回を行った。

（３）参加者数

９０名（３回×３０名）

（４）協力金について

１人あたりツアー代金２分の１（上限１５，０００円）を協力金とし

て旅行会社に支払うことで、参加者の負担額を軽減した。 

２ ツアー先 

栃木県鹿沼市 

３ 実施日及び各回参加者数 

実施回 実施日 参加人数 現地の天候 

１回目 ３月２５日（土） ２８名 雨 

２回目 ３月２８日（火） ３１名 曇りのち晴 

３回目 ３月３０日（木） ３３名 晴 

４ １人あたりの費用及び協力金 

 参加者１人あたりツアー代金２分の１（上限１５，０００円）を協力金 

として旅行会社に支出した。 
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項 目 費 用 

ツアー費用 １６，０００円 

協会協力金 ８，０００円 

参加者の負担額 ８，０００円 

協力金総額（92 人×8,000 円） ７３６，０００円 

 

５ ツアー先及び主なご意見 

ツアー先・体験内容 参加者からの主なご意見 

鹿沼市花木センター 

① 珍しい花（ルピナス等）があり楽しめた。 

② 展示されている草花が多かった。 

③ 滞在時間（４０分）が短く感じた。もう少

しゆっくり見回りたかった。 

鹿沼組子づくり体験 
① 伝統工芸品の技術に感動した。 

② 木のぬくもりや組子の良さを感じられた。 

いちご狩り体験 

① 夢にいちごが出てきそうなぐらい食べた。 

② ２種類（とちおとめ・とちあいか）の味比

べができ、美味しさを堪能した。 

今後も同様の交流ツ

アーを実施した場合、

参加してみたいか 

① 参加したい     ８６．９％ 

② 参加したくない    １．６％ 

③ どちらとも言えない １１．５％ 

 

６ ツアー事業者 

  オリオンズ観光株式会社（区内事業者） 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２９日 

件 名 新潟県魚沼市及び長野県山ノ内町への交流バスツアーの実施方針について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内 容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、延期になっていた区制９０周年

及び友好自治体提携４０周年を記念した魚沼市及び山ノ内町への交流バスツ

アーの実施方針は、以下のとおりである。

１ 魚沼市及び山ノ内町への交流バスツアーについて 

（１）目的

魚沼市及び山ノ内町への交流バスツアーを実施し、現地のスポットや

体験を通じて、区民と市民・町民間の親睦や交流を深めていく。 

（２）概要

ア ツアー回数

魚沼市、山ノ内町ともに各３回

イ 参加者数（予定）

１８０名（３回×３０名×２自治体）

ウ 協力金について

１人あたりツアー代金２分の１（上限１５，０００円）を協力金と

して旅行会社に支払うことで、参加者の負担額を軽減する。 

（３）令和５年度の実施について

令和４年度に区制９０周年特別企画及び友好自治体提携４０周年を記

念した交流バスツアーを予定していたが、感染症の影響に伴い、宿泊を

伴う両自治体へのツアーの実施を見送った。 

２ 第一回魚沼市への交流バスツアー 

（１）日程（予定）

令和５年７月１２日（水）から１３日（木）までの一泊二日

（２）スポット先・体験内容

ア ７月１２日（水）

スポット先 備考 

越後日光西福寺 
日本のミケランジェロと称される石川曇蝶の

彫刻作品が現存している。 

越後ゆきくら館 
雪を活用した天然冷蔵庫「ゆきくら」にて酒を

貯蔵している。 

目黒邸 
国指定重要文化財で、ガイド付き案内による内

部紹介あり。 

ホテル湯元 開湯 1300 年の源泉かけ流し温泉。 
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  イ ７月１３日（木） 

スポット先 備考 

奥只見湖遊覧船 
巨大人造ダムで遊覧船に乗り、新緑等の自然を

眺めることができる。 

笹団子づくり体験 

魚沼市を代表するお菓子で、新潟国体（昭和 39

年）で人気を博し、現在まで製造方法等受け継

がれている。 

深雪の里 

道の駅ゆのたに 

魚沼産コシヒカリや地酒等、数多くの特産品を

揃えている。 

 

（３）ツアー事業者 

   株式会社ＪＴＢ(千代田区大手町二丁目２番１号) 

 

３ 今後の交流バスツアーの方針について 

  未実施の魚沼市へのバスツアー（２回分）、山ノ内町へのバスツアー（３

回分）については、各自治体の魅力がさらに満喫できる秋シーズンの実施

に向けて、旅行会社や先方自治体及び観光協会と連携していく。 
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産 業 環 境 委 員 会 情 報 連 絡 

令和５年６月２９日 

件 名 
令和５年度「姉妹都市西オーストラリア州ベルモント市への足立区民交流

体験ツアー」の中止について 

所管部課名 産業経済部 産業振興課、一般財団法人足立区観光交流協会 

内 容 

 例年７月から８月にかけて実施しているベルモント市への足立区民交流体

験ツアーについて、ベルモント市と協議の結果、令和５年度の実施を見送る

ことになったので、以下のとおり報告する。 

１ 中止の理由 

 ベルモント市から「感染症を考慮した安全安心な受入体制を準備するに

は、時間的に厳しい」との申し出があったため。 

２ 足立区民交流体験ツアーについて 

（１）目的

相互の小中学校への訪問やホームステイ等を通じて、異文化の体験や

国を超えた友情を育むことを目的に行っている。 

（２）概要

７月から８月の夏休み期間を利用して、区内在住の中学生や高校生を

対象に作文審査等を通じて、約１５名の学生をベルモント市に派遣して

いる（感染症の影響により、令和２年度から４年度は中止となった）。 

３ 今後の方針等 

 令和６年度夏の実施については、姉妹都市提携４０周年にあたるため、

前回（令和元年度）実施した周年事業（※１）の内容を踏まえ、ベルモン

ト市と検討をしていく。

※１ 周年事業は５年ごとに行われている。直近では令和元年度に姉妹都

市提携３５周年を記念した式典を行った。 

４ その他 

 例年１月に実施しているベルモント市からの使節団受入事業（※２）に

ついては、実施に向けてベルモント市と検討していく。 

※２ ベルモント市側の学生等約１５名を区側のホームステイ先等で受け

入れ、観光スポット（西新井大師や東京スカイツリー等）や学校訪問・

剣道体験等（淵江高校剣道部）を行っている。 
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５ ベルモント市との主な交流の経緯 

年月日 できごと 

１９８３（昭和５８）年 「世界をむすぶ文化のまち」実現のため、海

外都市提携へ向けて、英語版ＰＲ冊子「ＡＤ

ＡＣＨＩ」を発行した。各国大使館等に配布

したところ、ベルモント市から交流を図りた

いと申し入れがあった。 

１９８４（昭和５９）年

１０月１日 

ベルモント市と姉妹都市提携を締結 

１９８６（昭和６１）年 学生間交流の開始。以降、学生間交流は周年

記念年を除き、毎年行われている。 

相互にホームステイや学校との交流を通じ

て親交を図った。 

１９８９（平成元）年 姉妹都市提携５周年を記念した周年事業を

実施。以降、５年ごとに周年行事を実施 

１９９０年代 少年軟式野球、少年サッカーや東京足立少年

少女合唱団等の交流が行われた。 

① 少年サッカー（1992 年 8/19～8/26、足

立区サッカー使節団 24 名派遣） 

② 東京足立少年少女合唱団（1994 年 8 月） 

③ 少年軟式野球（1996 年 3/27～4/3、足立

区少年軟式野球連盟 71 名派遣） 

１９９３（平成５）年 

７月４日 

区立ベルモント公園開園。開園式にはベルモ

ント市長ほか３名が参加した。 

園内に建設した洋館（陳列館）には、ベルモ

ント市から送られた寄贈品（陶芸品や航空写

真等）を展示した。 

２００４（平成１６）年 姉妹都市提携２０周年 

ベルモント市内に「足立パーク」を開園 

２００５（平成１７）年 学生を除く一般区民を対象とした「ベルモン

ト市への交流体験ツアー」を開始 

区から２７名が使節団として参加 

２００９（平成２１）年 姉妹都市提携２５周年 

２０１４（平成２６）年 姉妹都市提携３０周年 

２０１９（令和元）年 姉妹都市提携３５周年 
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